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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】洗浄槽を閉じるトップカバー等に負荷が加わら
ず、かつ洗浄槽から排出される気体を濾過する濾過具及
び濾過具を備えた内視鏡リプロセッサを提供する。
【解決手段】導入口１１６と、排出口２１と、導入口１
１６と排出口２１とを気密な壁で繋いだ濾過路と、濾過
路に充填された濾過材３０と、を含む濾過具であって、
濾過材３０は、前記濾過路内が所定圧力を超えると圧縮
して濾過路内に空所を形成する変形部３１と、濾過路内
が所定圧力を超えても形状を保持し、少なくとも、前記
空所と前記導入口との間、または、前記空所と前記排出
口との間に、全部または一部が配置される非変形部３２
と、を含む。
【選択図】図６



(2) JP 2016-198372 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体が導入される導入口と、前記流体が排出される排出口と、前記導入口と前記排出口
とを気密な壁で繋いだ濾過路と、前記濾過路に充填された濾過材と、を含む濾過具であっ
て、
　前記濾過材は、
　前記濾過路内が所定圧力を超えると圧縮して前記濾過路内に空所を形成する変形部と、
　前記濾過路内が所定圧力を超えても形状を保持し、少なくとも、前記空所と前記導入口
との間、または、前記空所と前記排出口との間に、全部または一部が配置される非変形部
と、
　を含むことを特徴とする濾過具。
【請求項２】
　前記濾過路内に配置されて、
　前記濾過路内が所定圧力を超えると前記変形部に外力を加えて前記変形部を圧縮させる
圧力感応部を含むことを特徴とする請求項１に記載の濾過具。
【請求項３】
　前記濾過材は、過酢酸含有ガスから過酢酸を吸着するガスフィルタであることを特徴と
する請求項１に記載の濾過具。
【請求項４】
　前記導入口には、
　内視鏡リプロセッサに接続するための接続部が配置されていることを特徴とする請求項
１に記載の濾過具。
【請求項５】
　前記非変形部は、前記流体が流入する呼込溝を有することを特徴とする請求項１に記載
の濾過具。
【請求項６】
　前記非変形部は、ガイドレールに当て止めして配置され、前記非変形部の下方に流体流
路を形成することを特徴とする請求項１に記載の濾過具。
【請求項７】
　前記変形部は、長方形板体で構成されたことを特徴とする請求項１に記載の濾過具。
【請求項８】
　前記変形部は、蛇腹状に構成されたことを特徴とする請求項１に記載の濾過具。
【請求項９】
　前記変形部は、コイルバネを有して構成されたことを特徴とする請求項１に記載の濾過
具。
【請求項１０】
　前記変形部と、前記非変形部とは、別体で構成することを特徴とする請求項１に記載の
濾過具
【請求項１１】
　前記変形部と、前記非変形部とは、一体で構成することを特徴とする請求項１に記載の
濾過具。
【請求項１２】
　前記濾過路は、容器本体と、蓋板とにより構成され、
　蓋板を開けることにより前記濾過路内に充填された前記濾過材が交換可能である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の濾過具
【請求項１３】
　前記圧力感応部は、流体通過路を有する押当板を有することを特徴とする請求項２に記
載の濾過具。
【請求項１４】
　前記圧力感応部は、メッシュ状の押当板を有することを特徴とする請求項２に記載の濾
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過具。
【請求項１５】
　請求項１に記載の濾過具を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、濾過具及び濾過具を備えた内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用の内視鏡は、人体内に挿入する等により使用した後、例えば、特開２０１
０－１１０４１７号公報に示す内視鏡リプロセッサ等により、内視鏡の管路内の洗浄が行
われる。内視鏡リプロセッサによる内視鏡の管路内の洗浄は、洗浄槽に内視鏡をセットし
、トップカバーを閉じて洗浄槽を閉じ、洗浄槽に薬液等を導入した後、内視鏡の管路内に
薬液等の流体を高圧で通すことにより行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１１０４１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の内視鏡リプロセッサは、洗浄槽内において内視鏡の管路に流体を
高圧で通す際、洗浄槽内が一時的かつ急激に高圧となり、洗浄槽のトップカバー、トップ
カバーを支持するヒンジ等に負荷が加わる。
【０００５】
　本発明は、上述の課題を解決するためのものであり、洗浄槽内が一時的かつ急激に高圧
となった場合においても、洗浄槽のトップカバー、トップカバーを支持するヒンジ等に負
荷が加わらず、かつ洗浄槽から排出される気体を濾過する、濾過具または濾過具を備えた
内視鏡リプロセッサを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の濾過具は、流体が導入される導入口と、前記流体が排出される排出口
と、前記導入口と前記排出口とを気密な壁で繋いだ濾過路と、前記濾過路に充填された濾
過材と、を含む濾過具であって、前記濾過材は、前記濾過路内が所定圧力を超えると圧縮
して前記濾過路内に空所を形成する変形部と、前記濾過路内が所定圧力を超えても形状を
保持し、少なくとも、前記空所と前記導入口との間、または、前記空所と前記排出口との
間に、全部または一部が配置される非変形部と、を含む。
【０００７】
　本発明の一態様の濾過具を備えた内視鏡リプロセッサは、流体が導入される導入口と、
前記流体が排出される排出口と、前記導入口と前記排出口とを気密な壁で繋いだ濾過路と
、前記濾過路に充填された濾過材と、を含む濾過具であって、前記濾過材は、前記濾過路
内が所定圧力を超えると圧縮して前記濾過路内に空所を形成する変形部と、前記濾過路内
が所定圧力を超えても形状を保持し、少なくとも、前記空所と前記導入口との間、または
、前記空所と前記排出口との間に、全部または一部が配置される非変形部と、を含む。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、洗浄槽内が一時的かつ急激に高圧となった場合においても、洗浄槽の
トップカバーや、トップカバーを支持するヒンジに負荷を与えず、かつ洗浄槽から排出さ
れる気体を濾過する、濾過具及び濾過具を備えた内視鏡リプロセッサを提供することがで
きる。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態に係る濾過具の正面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る濾過具の平面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る濾過具の右側面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る濾過具の上方斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る濾過具の下方斜視図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る濾過具の短手方向中央において垂直に長手方向に沿っ
て切断した断面図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る濾過具の容器本体を透過させて表した下方斜視図であ
る。
【図８】本発明の実施の形態に係る濾過具の容器本体の上方斜視図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る濾過具の蓋板の下方斜視図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る濾過具の軟質フィルタの上方斜視図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係る濾過具の圧力感応部の上方斜視図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係る濾過具の圧力感応部の下方斜視図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係る濾過具の硬質フィルタの上方斜視図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係る濾過具の硬質フィルタの下方斜視図である。
【図１５】本発明の実施の形態に係る濾過具の軟質フィルタと圧力感応部を配置した状態
の上方斜視図である。
【図１６】本発明の実施の形態に係る濾過具の硬質フィルタを配置した状態の上方斜視図
である。
【図１７】本発明の実施の形態に係る濾過具を備えた内視鏡リプロセッサの斜視図である
。
【図１８】本発明の実施の形態に係る濾過具の高圧力の流体導入時における作用を説明す
る説明図（断面図）である。
【図１９】本発明の実施の形態に係る濾過具の高圧力の流体導入時における作用を説明す
る説明図（下方斜視図）である。
【図２０】本発明の実施の形態に係る濾過具の蛇腹状フィルタを有する変形例２の下方斜
視図である。
【図２１】本発明の実施の形態に係る濾過具の軟質フィルタの中央にコイルバネを有する
変形例３の下方斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１１】
　（構成）
　本発明の実施の形態に係る濾過具１は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の正面図（
図１）、平面図（図２）、右側面図（図３）、上方斜視図（図４）及び下方斜視図（図５
）に示すように、容器本体１０と、蓋板２０とを有して構成する。
【００１２】
　また、本発明の実施の形態に係る濾過具１は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の短
手方向中央において長手方向に沿って垂直に切断した断面図（図６）と、本発明の実施の
形態に係る濾過具１の容器本体１０を透過させて表した下方斜視図（図７）に示すように
、濾過材３０の変形部である軟質フィルタ３１と、濾過材の非変形部である硬質フィルタ
３２と、変形部を押圧して圧縮させる圧力感応部４０とを有して構成される。
【００１３】
　図８は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の容器本体１０の上方斜視図である。
【００１４】
　容器本体１０は、プラスチック等を材質として構成される。容器本体１０は、上面が開
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口した底浅状の長方形箱体であり、底板１１と、底板１１から立ち上がる、前側板１２と
、後側板１３と、右側板１４と、左側板１５とを有して構成される。
【００１５】
　底板１１には、右側板１４近傍に円形状開口１１１が設けられており、円形状開口１１
１から容器本体１０の外側に向けて短円筒状に形成された接続部１１２が突設されている
。接続部１１２の先端には、流体の導入口１１６が設けられている。
【００１６】
　底板１１には、容器本体１０の内側において、それぞれ前側板１２と後側板１３に沿う
ように円形状開口１１１から容器本体１０の長手方向中央にかけて、２条のガイドレール
１１３が突設されている。２条のガイドレール１１３の長手方向中央近傍かつ内側寄りに
は、それぞれ小フック１１４が突設されている。
【００１７】
　接続部１１２には、周壁上部に、Ｏリングを取り付けるためのＯリング用溝が周回して
設けられており、Ｏリング用溝に沿って、Ｏリング１１５が配置されている。接続部１１
２には、周壁下端の前後に、それぞれ導入口１１６の縁部から軸方向に沿った方向へ切れ
込み、かつ周壁中部においてそれぞれ同一の周方向へ屈曲する、取付溝１１７が設けられ
ている。
【００１８】
　前側板１２は、底板１１から立ち上げられ、右側板１４と左側板１５に隣接して設けら
れている。前側板１２には、上縁の左右両側に、前側フランジ部１２１が設けられている
。前側板１２には、上縁左右両側の前側フランジ部１２１の間に、ロック部１２２を回動
自在に支持するロック部用フック１２３が、上縁の長手方向に沿って突設されている。
【００１９】
　ロック部１２２は、ロック部用フック１２３の上方に延出し、蓋板２０に被さるように
直角に屈曲して構成される。ロック部１２２の先端部の内側には、係止突起１２４が形成
され、後述する蓋板２０に形成された係止用凹部２５に係止可能である。ロック部１２２
は、下部にロック軸１２５を有し、ロック軸１２５が前側板１２のロック部用フック１２
３に回動自在に支持される。ロック部１２２は、蓋板２０を閉じた状態において、蓋板２
０を容器本体１０にロック可能である。
【００２０】
　後側板１３は、底板１１から立ち上げられ、右側板１４と左側板１５に隣接して設けら
れている。後側板１３には、上縁に後側フランジ部１３１が設けられている。後側板１３
には、上縁の後側フランジ部１３１の先端からさらに、蓋板２０を回動自在に支持する蓋
板用フック１３２が、互いに間隔を空けて４つ長手方向に沿って設けられている。
【００２１】
　右側板１４と左側板１５は、それぞれ底板１１から立ち上げられて前側板１２と後側板
１３に隣接して設けられている。右側板１４と左側板１５には、それぞれ上縁において、
前側フランジ部１２１と後側フランジ部１３１から連なる側方フランジ部１４１、１５１
が設けられている。右側板１４と左側板１５は、それぞれ側方フランジ部１４１、１５１
の中央に切欠部１４２、１５２を有している。切欠部１４２、１５２は、後述する蓋板２
０を閉じた際に、蓋板２０の裏面の凸片２６、２７が入り込む。
【００２２】
　図９は、本発明の実施の形態に係る濾過具の蓋板の下方斜視図である。
【００２３】
　蓋板２０は、プラスチック樹脂等を材質として構成される。蓋板２０には、容器本体１
０の円形状開口１１１と対向する部位である左部（すなわち、容器本体１０の左側板近傍
）に、複数のスリットが連続して構成される流体の排出口２１が設けられている。蓋板２
０は、前部に、係止用凹部２５を有する。蓋板２０は、後部にヒンジ軸２２を有し、ヒン
ジ軸２２を中心として後側板１３の蓋板用フック１３２に回動自在に支持される。蓋板２
０の裏面には、周縁部を周回するように、気密又は水密を維持するためのパッキン２３が
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設けられている。蓋板２０の裏面には、後述する硬質フィルタ３２に押し当たり、濾過材
３０を濾過具１内において安定させるリブ２４が設けられている。蓋板２０の裏面には、
左右両端部の各中央に、側方フランジ部１４１、１５１の切欠部１４２、１５２に入り込
む凸片２６、２７が設けられている。
【００２４】
　濾過具１は、蓋板２０を閉じ、ロック部１２２を蓋板２０の係止用凹部２５に係止する
ことにより、容器本体１０の導入口１１６と、蓋板２０の排出口２１とを気密な壁で繋い
だ濾過路が構成される。
【００２５】
　濾過具１は、濾過路に、軟質フィルタ３１と、硬質フィルタ３２とを有する濾過材３０
が充填され、軟質フィルタ３１を押圧する圧力感応部４０が設けられている。
【００２６】
　濾過具１には、例えば、濾過材３０が寿命に達した場合等、ロック部１２２を解除し、
蓋板２０を開け、濾過材３０を新しいものと交換することが可能である。
【００２７】
　図１０は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の軟質フィルタ３１の上方斜視図である
。
【００２８】
　軟質フィルタ３１は、厚みの薄い直方体で構成されるガスフィルタである。
【００２９】
　軟質フィルタ３１は、例えば、ウレタン、ポリウレタン、ポリエチレン又はエチレンゴ
ム等から構成される発泡体であり、濾過路内が所定圧力を超えると圧縮して濾過路内に空
所５０（後述）を形成する。また、軟質フィルタ３１は、活性炭等の吸着剤を含有し、例
えば、過酢酸ガス等から過酢酸を吸着可能である。ここでは、軟質フィルタ３１は、活性
炭を含有した発泡体を例として挙げているが、軟質フィルタ３１は、消毒液や洗浄液が発
する気体を濾過可能であり、弾性変形による圧縮が可能なものであればよく、上述の構成
に限られない。
　また、本発明でいう濾過とは目的の物質を捕集するものであってもよいし、目的の物質
を化学反応により分解または変性させるものであってもよい。
【００３０】
　図１１は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の圧力感応部４０の上方斜視図である。
図１２は本発明の実施の形態に係る濾過具１の圧力感応部４０の下方斜視図である。
【００３１】
　圧力感応部４０は、軟質フィルタ３１に押し当たる押当板４１と、押当板４１を左右両
側で支持する左右支持部４２を有する。
【００３２】
　押当板４１は、細長の板体であり、流体通過路として、一方の長辺部に４つの通気用凹
部４３を有し、他方の長辺部において、中央に１つの通気用凹部４４と、左右両側に２つ
の通気用貫通孔４５を有して構成される
　なお、ここでは、押当板４１は、通気用凹部４４と通気用貫通孔４５を有して構成され
るが、押当板４１は、例えば、スリット状、又はメッシュ状等のように、流体の通過が可
能であり、流体の圧力を受け、軟質フィルタ３１を押圧可能な構成であれば、上述の構成
に限られない。
【００３３】
　押当板４１の左右両側には、それぞれ押当板４１に直交する方向に左右支持部４２が設
けられている。左右支持部４２は、それぞれ断面倒「コ」字状の長手方向に連続する細長
の板体であり、それぞれ下部に取付用スリット４６を有する。
【００３４】
　図１３は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の硬質フィルタ３２の上方斜視図である
。図１４は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の硬質フィルタ３２の下方斜視図である
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。
【００３５】
　硬質フィルタ３２は、全体を、厚みの薄い長方形板体として構成されるガスフィルタで
ある。硬質フィルタ３２は、平滑な上面３３を有する。硬質フィルタ３２は、下面に、軟
質フィルタを収容可能である凹状段差部３４と、流体（ここでは気体）の流路であり、流
体を呼び込む呼込溝３５を有する。
【００３６】
　硬質フィルタ３２は、例えば、ウレタン、ポリウレタン、ポリエチレン又はエチレンゴ
ム等から構成される発泡体であり、濾過路内が所定の圧力を超えても形状を保持する。ま
た、硬質フィルタ３２は、活性炭等の吸着剤を含有し、例えば、過酢酸ガス等から過酢酸
を吸着可能である。ここでは、軟質フィルタは、活性炭を含有した発泡体を例として挙げ
ているが、軟質フィルタ３１は、消毒液や洗浄液から発する気体が濾過可能であり、流体
から受ける圧力が増加した場合においても形状を保持するものであれば、上述の構成に限
られない。
【００３７】
　硬質フィルタ３２は、射出発泡成形等により成形されてもよいし、直方体の発泡体ブロ
ックから切り出して成形されてもよい。
【００３８】
　硬質フィルタ３２は、軟質フィルタ３１よりも硬質に構成されればよく、例えば、軟質
フィルタ３１よりも低い発泡倍率により形成された発泡体により構成されてもよいし、ま
たは、軟質フィルタ３１よりも硬質な材料により構成されてもよい。
【００３９】
　硬質フィルタ３２の流体から受ける抵抗（通気抵抗又は通水抵抗）は、軟質フィルタ３
１の流体から受ける抵抗よりも小さく構成される方が好ましい。この構成によれば、流体
が通過する際、流体から受ける抵抗により、硬質フィルタ３２は形状を保持しやすく、軟
質フィルタ３１は圧縮されやすい。
【００４０】
　図１５は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の軟質フィルタ３１と圧力感応部４０を
配置した状態の上方斜視図である。
【００４１】
　軟質フィルタ３１は、容器本体１０内において、底板１１の円形状開口１１１から離れ
た位置、かつ蓋板２０の排出口２１の下方である左側板１４近傍に配置される。
【００４２】
　圧力感応部４０は、容器本体１０内において、押当板４１が軟質フィルタ３１に押し当
たるように、かつ左右支持部４２がそれぞれガイドレール１１３に沿うように配置され、
底板１１の小フック１１４が取付用スリット４６に嵌め込まれて取り付けられる。これに
より、圧力感応部４０は、底板１１にスライド自在に取り付けられる。
【００４３】
　図１６は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の硬質フィルタ３２を配置した状態の上
方斜視図である。
【００４４】
　硬質フィルタ３２は、少なくとも、空所５０と導入口１１６との間、または、空所５０
と排出口２１との間に、全部又は一部が配置される。
【００４５】
　硬質フィルタ３２は、軟質フィルタ３１と、圧力感応部４０との上から重ねて配置され
、かつ容器本体１０の上面の開口全体に亘り配置される。
【００４６】
　軟質フィルタ３１と押当板４１は、硬質フィルタ３２の凹状段差部３４内に配置され、
また、圧力感応部４０の左右支持部４２は、硬質フィルタ３２の呼込溝３５内に配置され
る。



(8) JP 2016-198372 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

【００４７】
　硬質フィルタ３２の下面は、底板１１のガイドレール１１３の上端に当て止めされる。
硬質フィルタ３２の下面がガイドレールに当て止めされることにより、硬質フィルタ３２
の高さ方向の設置位置が調整され、硬質フィルタ３２の下方に流体流路３６（図６、図１
８）が構成される。
【００４８】
　流体流路３６が構成されることにより、濾過具１は、硬質フィルタ３２の下方に流体を
行き渡らせ、硬質フィルタ３２に流体を流入させる。これにより、濾過具１は、硬質フィ
ルタ３２の一部のみに流体が流入することを抑え、濾過効率を高めることができ、濾過材
３０の寿命を長くする。
【００４９】
　上記の構成により、導入口１１６に高圧力の流体が導入されると、濾過路内が所定の圧
力を超え、変形部である軟質フィルタ３１に外力を加え、変形部である軟質フィルタ３１
を圧縮させ、空所５０が形成される。
【００５０】
　（作用）
　次に、本発明の実施の形態に係る濾過具１の作用について、説明する。
【００５１】
　図１７は、本発明の実施の形態に係る濾過具１を備えた内視鏡リプロセッサ２の斜視図
である。内視鏡リプロセッサ２は、汚染された内視鏡や内視鏡付属品について、再生処理
を行う装置である。ここでいう再生処理とは特に限定されるものではなく、水によるすす
ぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微生物を排除
または死滅させる滅菌、またはこれらの組み合わせのいずれであってもよい。
【００５２】
　より具体的には、内視鏡リプロセッサ２は、洗浄槽３に内視鏡をセットし、トップカバ
ー４を閉じ、洗浄槽３に洗浄消毒液を導入した後、内視鏡管路に洗浄消毒液又は空気等の
流体を高圧で通すことにより、内視鏡管路の洗浄をする。
【００５３】
　ここで、濾過具１は、トップカバー４の上面に設けられた開口（不図示）に配置される
。濾過具１は、底板１１に突設された短円筒状の接続部１１２をトップカバー４の開口に
挿入し、続いて濾過具１を水平方向に回転させ、トップカバー４の開口の内側に設けられ
た取付突起（不図示）を、濾過具１の接続部１１２に設けられた取付溝１１７に嵌め込む
ことにより、内視鏡リプロセッサ２に設置される。
【００５４】
　濾過具１は、内視鏡リプロセッサ２に設置されることにより、内視鏡リプロセッサ２の
洗浄槽３から排出される流体（ここでは気体）を濾過可能である。
【００５５】
　（濾過具１の通常圧力の流体導入時における作用）
　図６において、経路Ｌは、通常圧力の流体（ここでは、気体）の流れを示す。内視鏡リ
プロセッサ２は、例えば、洗浄槽３に洗浄消毒液を導入した際等において、洗浄槽３内の
気体を逃がすため、洗浄槽３から濾過具１に対し、通常圧力の排気をする。このとき、濾
過具１には、洗浄槽３から通常圧力で排気された気体が導入される。
【００５６】
　内視鏡リプロセッサ２が使用する消毒液は、例えば、過酢酸を含む液体である。洗浄槽
３からの排気には、洗浄槽３の洗浄消毒液から気化した過酢酸含有ガスが含まれる。
【００５７】
　上述したように、洗浄槽３に消毒液を導入すると、通常圧力の気体（ここでは、過酢酸
含有ガス）が、濾過具１に導入される。
【００５８】
　濾過具１に導入された気体は、硬質フィルタ３２の下方の流体流路３６に流入する。
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【００５９】
　流体流路３６に流入した気体は、硬質フィルタ３２の流体流路３６に露出する面から硬
質フィルタ３２に流入する。硬質フィルタ３２に流入した気体は、硬質フィルタ３２で濾
過された後、排出口２１から排出される。
【００６０】
　気体の一部は、押当板４１の通気用凹部４４と通気用貫通孔４５を通過し、軟質フィル
タ３１に流入する。軟質フィルタ３１に流入した気体は、軟質フィルタ３１で濾過され、
続いて硬質フィルタ３２で濾過され、排出口２１から排出される（図６のＬ）。
【００６１】
　通常圧力の流体が濾過具１に導入された場合、濾過具１は、硬質フィルタ３２と軟質フ
ィルタ３１とを含む濾過材３０全域で気体を濾過することが可能であり、濾過効率は、高
くなる。
【００６２】
　（濾過具の高圧力の流体導入時における作用）
　続いて、濾過具１に高圧力の流体が導入したときの作用について説明する。
【００６３】
　図１８は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の高圧力の流体導入時における作用を説
明する説明図（断面図）である。図１９は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の高圧力
の流体導入時における作用を説明する説明図（下方斜視図）である。
【００６４】
　図１８において、経路Ｈは、高圧力の流体（ここでは、気体）の流れを示す。内視鏡リ
プロセッサ２は、例えば、高圧力で内視鏡管路内を洗浄消毒する際等において、洗浄槽３
から濾過具１に対し、一時的かつ急激な高圧力の排気をする。このとき、濾過具１は、洗
浄槽３から高圧力で排気された気体が導入され、その結果、濾過路内は所定の圧力を超え
る。
【００６５】
　濾過路内における所定の圧力とは、ここでは、例えば、洗浄槽３の注水等による排気の
圧力（通常圧力）より大きい圧力であり、内視鏡管路の高圧力洗浄の際等による排気の圧
力（高圧力）より小さい圧力として予め設定された圧力である。
【００６６】
　図１９に示すように、洗浄槽３から導入口１１６を介して導入される高圧力の気体の一
部は、硬質フィルタ３２の呼込溝３５に流入し、押当板４１を押圧する。圧力感応部４０
の断面倒「コ」字に形成された左右支持部４２は、硬質フィルタ３２の左右の呼込溝３５
と噛み合うことにより筒体をなし、高圧力の気体は、筒体の内側を通り、押当板４１を押
圧する。なお、圧力感応部４０の左右支持部４２の高さや長さは、効果的に押当板４１を
押圧可能となるように予め設定される。
【００６７】
　気体の他の一部は、硬質フィルタ３２の下方の流体流路３６に流入し、押当板４１を直
接押圧する。
【００６８】
　高圧力の気体に押圧された圧力感応部４０は、スライドし、軟質フィルタ３１を押圧す
ることにより圧縮し、通気抵抗を受けずに気体（流体）が通過可能である空所５０を形成
する。
【００６９】
　空所５０が形成された後、高圧力の気体は、空所５０を通り、排出口２１の下方に流入
し、硬質フィルタ３２の薄く形成された部位を通り、排出口２１から排出される。
【００７０】
　これにより、濾過具１は、高圧力の気体が導入されたとき、一時的に、濾過材３０の通
過距離を短くして通気抵抗を小さくし、気体の通過量を増加させて排出する。
【００７１】
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　高圧力の気体が排出された後は、軟質フィルタ３１は、元の形状に戻ろうとする復元力
により、再び元の形状に戻り、濾過材３０全域による気体の濾過が可能になる。
【００７２】
　この構成によれば、洗浄槽３内が一時的かつ急激に高圧になった場合においても、気体
の通過量を増やし、かつ気体を濾過しながら排気することが可能であり、洗浄槽３を閉じ
るトップカバー４と、トップカバー４を支持するヒンジに負荷が加わらない。
【００７３】
　（変形例１）
　上述の本発明の実施の形態は、圧力感応部４０を有するものであるが、軟質フィルタ３
１の通気抵抗が高く、軟質フィルタ３１自体が高圧力の気体を受けて圧縮可能である場合
には、圧力感応部４０はなくともよい。この構成によれば、圧力感応部４０を有さないた
め、生産性やコスト性が向上される。
【００７４】
　上述の本発明の実施の形態は、変形部が、厚みの薄い直方体の発泡体である軟質フィル
タ３１で構成されているが、変形部は、上述の構成に限られない。変形例２～変形例４は
、変形部を変形した例である。
【００７５】
　（変形例２）
　図２０は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の蛇腹状フィルタ３７を有する変形例２
の下方斜視図である。
【００７６】
　変形例２は、軟質フィルタに代えて蛇腹状フィルタ３７を有して構成される。変形例２
の蛇腹状フィルタ３７は、ウレタン、ポリウレタン、ポリエチレン又はエチレンゴム等の
樹脂材、不織布等の布材、和紙又は洋紙等の紙材等で構成される。この蛇腹状フィルタ３
７によれば、蛇腹状フィルタ３７は、弾性を強くすることが可能であり、高圧力から通常
の圧力へ移行した際における蛇腹状フィルタ３７の元の形状に戻る際の応答性が向上され
る。
【００７７】
　（変形例３）
　図２１は、本発明の実施の形態に係る濾過具１の軟質フィルタ３１ａの中央にコイルバ
ネ３８を有する変形例３の下方斜視図である。
【００７８】
　変形例３は、軟質フィルタ３１ａの中央にコイルバネ３８を有して構成された例である
。
【００７９】
　変形例３には、軟質フィルタ３１ａに、容器本体１０の長手方向に沿って、抉り部３９
が設けられ、抉り部３９に、一端が容器本体１０の左側板１５の内側に当接し、かつ他端
が押当板４１に当接するコイルバネ３８が圧縮された状態で設けられている。
【００８０】
　この構成によれば、高圧力の流体により、軟質フィルタ３１ａが弾性変形による圧縮を
した際、軟質フィルタ３１ａの元の形状に戻ろうとする復元力に加え、コイルバネ３８の
元に戻ろうとする復元力が加わり、復元性が向上される。したがって、高圧力の流体を濾
過して排出した後は、素早く濾過材全域による濾過が可能な状態に復元され、ひいては、
濾過材の寿命を延ばすことが可能である。
【００８１】
　また、変形例３は、コイルバネ３８の弾性力を調整することにより、復元性の調整が可
能である。したがって、変形例３は、復元性の調整が簡便であり、ひいては、変形例３の
濾過具を用いた場合、内視鏡リプロセッサ２のトップカバー４とその周囲を設計する際に
おける強度とコストとのバランス調整が容易である。
【００８２】
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　（変形例４）
　変形例４は、濾過具の硬質フィルタにバネ収容凹部を設けて引っ張りバネを配置し、圧
力感応部と右側板の内側を引っ張りバネで接続した例である。
【００８３】
　変形例４は、変形例３と同様に、高圧力の流体により、軟質フィルタが弾性変形による
圧縮をした際、軟質フィルタの元の形状に戻ろうとする復元力に加え、引っ張りバネの元
に戻ろうとする復元力が加わり、復元性が向上される。したがって、高圧力の流体を濾過
して排出した後は、素早く濾過材全域による濾過が可能な状態に復元され、ひいては、濾
過材の寿命を延ばすことが可能である。
【００８４】
　なお、上述の本発明の実施の形態は、内視鏡リプロセッサ２に設置した例を示したが、
本発明に係る濾過具１は、流体の濾過を要する装置や器具に広く適用可能である。
【００８５】
　なお、上述の本発明の実施の形態は、内視鏡リプロセッサ２の上面に設置した例を説明
しているが、内視鏡リプロセッサ２内、又は他の装置の内部に設置されてもよい。
【００８６】
　なお、上述の本発明の実施の形態は、濾過の対象となる流体について、気体を例として
説明をしたが、濾過の対象となる流体は、液体であっても構わない。
【００８７】
　なお、本実施の形態における濾過具１は、内視鏡リプロセッサ２と別体で構成されるが
、濾過具は、内視鏡リプロセッサと一体的に構成されてもよい。この構成によれば、濾過
具の内視鏡リプロセッサに対する取付作業は、不要となる。
【００８８】
　なお、上述の本発明の実施の形態は、軟質フィルタ３１と硬質フィルタ３２とは、別体
で構成されているが、軟質フィルタ３１と硬質フィルタ３２は、２色成形法等により一体
に成形されても構わない。この構成によれば、濾過材の量産化が容易となり、生産に係る
コストを抑えることが可能である。
【００８９】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００９０】
１　　 濾過具
２　　 内視鏡リプロセッサ
３　　 洗浄槽
４　　 トップカバー
１０　 容器本体
１１　 底板
１２　 前側板
１３　 後側板
１４　 右側板
１５　 左側板
２０　 蓋板
２１　 排出口
２２　 ヒンジ軸
２３　 パッキン
２４　 リブ
２５　 係止用凹部
２６　 凸片
３０　 濾過材
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３１　 軟質フィルタ
３１ａ 軟質フィルタ
３２　 硬質フィルタ
３３　 上面
３４　 凹状段差部
３５　 呼込溝
３６　 流体流路
３７　 蛇腹状フィルタ
３８　 コイルバネ
３９　 部
４０　 圧力感応部
４１　 押当板
４２　 左右支持部
４３　 通気用凹部
４４　 通気用凹部
４５　 通気用貫通孔
４６　 取付用スリット
５０　 空所
１１１ 円形状開口
１１２ 接続部
１１３ ガイドレール
１１４ 小フック
１１５ リング
１１６ 導入口
１１７ 取付溝
１２１ 前側フランジ部
１２２ ロック部
１２３ ロック部用フック
１２４ 係止突起
１２５ ロック軸
１３１ 後側フランジ部
１３２ 蓋板用フック
１４１ 側方フランジ部
１４２ 切欠部
Ｈ　　 高圧力流体の経路
Ｌ　　 経路
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